
～平成29年度交付決定額： 11,634 千円 平成30年度申請額： 9,856 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

龍野が生んだ文化人、歴史、自然等を顕彰普及啓発することや、小五月祭（棹の歌）の保存継承が難しくなって
きている現状を打破すること等により、市民の地域の文化遺産に対する関心や意識が向上し、今後市民の力によ
る地域の文化遺産の保存・継承と地域の活性化が期待できる。特に、龍野地区歴史的景観形成地区内の伝統的建
造物でワークショップをする際、団体等と住民等の保存会が連携し「生きた城下町博物館都市龍野」をコンセプ
トとして各種体験会を実施することで、地域文化及び地域遺産の保存・継承の機運を高めることができる。ま
た、秋季例大祭等での演舞披露の機会を設けることにより、伝統技術の保存継承及び地域活性化に寄与すること
ができる。

地方公共団体
担当部局課

たつの市教育委員会事務局教育事業部歴史文化財課

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

兵庫県・たつの市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

たつの市が、本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導等を行う。主な担当課・役割は下記
のとおり。
　教育委員会教育事業部歴史文化財課：各補助事業における文化財の取扱等に関する指導・調整等。また、補助
事業は次の団体が実施する。
　　たつの市の文化遺産総合活用推進事業実行委員会
　　構成団体（伝統文化体験教室を普及する会、龍野の文化遺産を生かす会、西播磨文化講座委員会、龍野地区
　　　　　　　まちづくり協議会、寄井獅子運営委員会、小五月祭「棹の歌」保存会、公益財団法人霞城館）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

「第２次たつの市総合計画」を踏まえた上で、地域の文化遺産の次世代への継承・発展や、文化遺産を総合的に
活用して地域活性化を推進するため、下記の取組を実施する。また、実施期間中は、下記の取組を通じて、地域
全体で文化遺産を保存・継承し、活用していくための体制の確立を目指す。
  1．専門家と地域住民とが協働したワークショップ（一部講演会）の実施
  2．地域の文化遺産を活用した体験型シンポジウムの開催
　3．西播磨文化講座推進事業
  4．梛八幡神社神事獅子舞保存継承事業
  5．小五月祭「棹の歌」保存継承事業

地域文化遺産活性化

平成 30 年度 ～ 平成

たつの市文化遺産総合活用推進プラン
【計画の改善時期】
　　平成34年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

34 年度

様式１－１



平成29年度までの毎年度平均伸び率0.5％を設定

各年度、状況値、目標に対する達成率

年度

（具体的な指標は次のとおり）

小五月祭等への参加住民数 関連事業: ④

400 人平成 34 年度⇒【現状値】 平成 29 年度 【目標値】311 人

年度 2,500 人

年度

人 人 人 人 人

平成 31 年度 平成 32

人 人 人 人 人人

平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

設定根拠２： 平成29年度JR本竜野駅の乗降者数の伸び率4.3倍を参考として、毎年度伸び率4.3倍と設定

進捗状況２：

目標値２：

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 梛八幡神社獅子舞への参加者数 関連事業: ⑤

各年度、状況値、目標に対する達成率

【現状値】 平成 29 年度 2,000 人 ⇒ 【目標値】 平成 34

目標区分１：

評価指標区分１：

具体的な指標１：

目標値１：

人

進捗状況１：

平成 30 年度

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

平成 34 年度年度 平成 33 平成 35

伝統文化の継承体制の維持・確立

祭礼行事への参加住民数

様式１－１別紙①



回 回回 回 回 回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度

うすくち、こいくち醤油の比較体験教室の実施

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

ホームページに設置した「いいね」カウンターの「いいね」の年間総数
※HPとfacebookのアドレス
Tatsuno文化体験HP　https://t-taiken.wixsite.com/tatsuno-b-taiken2017

Tatsuno文化体験Facebook
https://m.facebook.com/Tatsuno%E6%96%87%E5%8C%96%E4%BD%93%E9%A8%93-1811065585575525/

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 154 回 ⇒ 【目標値】 平成 34 年度 1,000 回

事業概要：

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 30 年度 平成 31 年度 平成

回

34 年度 平成 35 年度32 年度 平成 33 年度 平成

⇒

年度

回回 回 回回 回

事業②： うすくち醤油の食文化伝承体験事業 実施団体： 龍野の文化遺産を生かす会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 34

普及啓発 事業期間： 平成 30 年度

【現状値】 平成 29 年度 236 回 【目標値】 平成 34 年度 2,000

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①：
地域の伝統的産業である皮革技術の伝承体験事
業

実施団体： 龍野の文化遺産を生かす会

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

ホームページに設置した「いいね」カウンターの「いいね」の年間総数
※HPとfacebookのアドレス
Tatsuno文化体験HP　https://t-taiken.wixsite.com/tatsuno-b-taiken2017

Tatsuno文化体験Facebook
https://m.facebook.com/Tatsuno%E6%96%87%E5%8C%96%E4%BD%93%E9%A8%93-1811065585575525/

目標値：

～ 平成 34 年度

事業概要：
（１）皮革技術の伝承体験ワークショップの開催
（２）皮革の魅力についてのパネルディスカッションの開催

事業区分：

様式１－１別紙②



31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 30 年度 平成

人 人 人 人 人 人

事業概要：
獅子舞の練習及び道具類の準備と獅子舞奉納
開催予定日：平成３０年１０月２７日（宵宮）～２８日（昼宮）
開催場所　：神岡町沢田　梛八幡神社境内

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

34 年度 平成 35

具体的な指標： 梛八幡神社獅子舞への参加者数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 2,000 人 ⇒ 【目標値】 平成 29 年度 2,500

人 人人 人 人 人

事業⑤： 神岡の文化遺産総合活用推進事業 実施団体： 寄井獅子運営委員会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 30 年度

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成

事業概要：
（１）会員及び市民向けの歴史講座、現地見学会等の開催
（２）事業報告書の製作及び頒布

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

34 年度 平成 35

具体的な指標： 西播磨文化講座委員会への新規入会者数

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 20 人 ⇒ 【目標値】 平成 31 年度 30

事業③： 西播磨文化講座推進事業 実施団体： 西播磨文化講座委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 34 年度

事業概要：
（１）外部講師による若手指導者及び後継者の育成
（２）小五月祭等地域行事での「棹の歌」奉納

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

事業④： 伝統文化継承基盤整備　後継者養成事業 実施団体： 小五月祭「棹の歌」保存会

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 33 年度

具体的な指標： 小五月祭等への参加住民数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 311 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 400 人

人人 人 人 人 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度


